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米国特許商標庁（USPTO）は 4 月 23 日、2019 年 1 月に公表（2019 年 10 月に

一部改訂）した特許法 101 条（特許適格性）の判断に関する審査ガイダンス1,2

（以下、101 条審査ガイダンス）の効果を分析したレポートを公表した3。101 条

審査ガイダンスの公表により、USPTO での特許適格性に関する審査の確実性が高

まったことが示されている。 

 

同レポートによると、Alice 事件最高裁判決4（2014 年）の影響を受ける技術

分野では、101 条審査ガイダンスを公表した後の 1年間で、特許適格性を有さな

いとの拒絶理由を含む最初のオフィスアクションを通知される可能性が 25％減

少したとのこと(図 1参照)。 

 

図 1 最初のオフィスアクションで特許法 101 条に関する拒絶通知を受ける確率 

 

                                                        
1 2019 年 1 月 8 日付 IP ニュース「USPTO、特許法第 101 条（特許適格性）の審査ガイダンスを公表（速報版）」参

照 https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Ipnews/us/2019/20190108.pdf 

2 2019 年 10 月 8 日付 IP ニュース「USPTO、特許法第 101 条（特許適格性）審査ガイダンスの改訂版を公表 」参照

https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Ipnews/us/2019/20191018.pdf 

3 https://www.uspto.gov/sites/default/files/documents/OCE-DH_AdjustingtoAlice.pdf 

4 2014 年 6 月 23 日付 IP ニュース「米連邦最高裁 Alice 社のビジネス方法特許の適格性について判決を下す」参照

https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/n_america/us/ip/news/pdf/20140623.pdf 
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 Source: “Adjusting to Alice” USPTO (April 2020) 

 

また、Alice 事件最高裁判決の影響を受ける技術分野では、101 条審査ガイダン

スを公表した後の 1 年間で、特許適格性の判断に関する審査の不確実性5（審査

のばらつき）が、44％減少したとのこと（図 2参照）。 

 

図 2 特許適格性の判断に関する審査のばらつき 

 

Source: “Adjusting to Alice” USPTO (April 2020) 

                                                        

5 審査官毎に、特許適格性に関する拒絶理由を含む最初のオフィスアクションが全ての最

初のオフィスアクション中に占める割合を算出し、それらの値を基に分散を算出したも

の。 


